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　　独立行政法人国立病院機構

田中屋　宏　爾　先生
第 16回 　　岩国医療センター 院長

①病院のご紹介（特色、課題、研修医のことなど）
をお願いします。
　岩国医療センターは救命救急センターを有し、
年間 5,000 件の救急搬送を受け入れており、山
口県東部、島根県の一部、広島県西部の医療圏に
おける高度急性期医療を担っています。また、地
域周産期母子医療センターとして新生児集中治療
室を備え、市民の方々が安心して暮らし、出産や
子育てができる環境を、他の地域医療機関ととも
に支えてきました。平成 25 年には、長年親しん
だ黒磯という地から、岩国市の中心部に近い愛宕
山に移転しました。最新鋭の設備とともに、小児
科の外来や病棟の壁に描かれたホスピタルアー
ト、緩和病棟のアニマルセラピーなどの新しい試
みを取り入れ、患者さんに優しい病院を目指して
います。病床数は 486、医師数は約 120 名で、
内視鏡センター、循環器センター、脊髄脊椎セン
ターを整備し、大学病院に準ずる高度な医療を
提供しています。ロボット支援手術は泌尿器科領
域だけでなく、直腸癌、胃癌、肺癌などでも取り
組んでおり、年間 140 例を超えました。
　なお、32 の診療科で広範な疾患に対応してお
りますが、かつて 5 名いた精神科の常勤医がい
なくなってしまい、精神科医の招聘が喫緊の課題
です。また、岩国市は全国市町村の上位 3％に入
る広い面積を持っており、市の 3 分の２を占め
るへき地医療を支えることも、重要な使命と考え
ています。
　研修医のプログラムは、まずは common

disease を数多く経験する「実践重視」を最優先
にしています。ユニークな点としては、米軍岩国
基地診療所の研修も選択可能で、毎年 10 名前後
の熱意あふれる研修医を、中四国、九州を中心に
全国から受け入れています。

②病院長としての抱負をお聞かせください。
　「岩国医療センターに関係するすべての人々を
幸せに！」が合言葉です。患者家族だけでなく、
地域住民、当院のスタッフ、連携医療機関、さら
には関連する業者や行政機関など、みんなが幸せ
になって欲しいと思っています。国民の税金や社
会保障の負担は増える一方で、所得は減り、さら
に高齢の一人暮らしや、ひとり親で子育てをして
いる世帯が増えるなど、ここに来て医療を取り巻
く社会環境は大きく変わってきました。医療を通
じて、魅力ある街づくりに、そして社会に貢献で
きれば望外の喜びです。

③岩国市を含め県東部の医療について思うことは
ありますか。
　2019 年に厚労省から公立・公的の 420 余り
の病院を対象とした再編統合リストが公表され、

「地理的条件の確認から、お互いの機能が類似か
つ病院が近接していること。」が、その抽出基準
のひとつに挙げられていました。岩国医療圏域で
は、救急搬送の 86％を岩国医療センターが受け
入れており、国の描く地域医療構想の観点からは、
うまく救急医療の分担ができていると考えられ
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ます。しかし、岩国医療センターの機能を補填で
きる医療機関が乏しく、危機管理の点からは手放
しで喜べません。また、回復期を担当する医療機
関が少なく、岩国医療センターの入院患者在院日
数を短縮できないことが課題に挙げられます。回
復期や慢性期の患者さんを受け入れていただける
施設の充実が、エリア全体としては必要です。さ
らに、地域内の産婦人科施設がどんどん減ってし
まっており、市民が安心して子供を産み・育てる
ことができる医療体制の維持も、地域の課題の一
つに挙げられます。いずれにしても、これまで以
上に、医療機関の連携強化が求められますね。

④若手医師に一言お願いします。
　当院には、高度急性期を担う野戦病院的なイ
メージを持たれることが多く、多様性を尊重する
今日の社会では必ずしも若手医師に支持されない
のでは、という危惧を持っています。これまでの
ところ、幸い積極的に医療に取り組もうとするモ
チベーションの高い若手医師が集まってくれてい
ます。私たちが行っている地域を重視する考え方
とともに、新しい医療にも興味を持っていただけ
ているという印象です。
　最近の若い医師や、学生さんは、社会勉強のた
めにサービス業のバイトを経験していたり、外国
語をマスターしていたりと、とてもしっかりして
いて、むしろ感心するばかりです。私自身は、学
生時代、ろくに勉強もせずに、ボート部の活動
オンリーで過ごしましたので、私から若い医師に、
特に言えるほどのことはございません。ただ、他
の人がやらない事に挑戦することは好きなので、
何かお手伝いできることがあれば、お声がけくだ
さい。

⑤先生ご自身のこと（出身、学校、趣味、座右の
銘など）について教えていただけますか。
　私は、岩国市で生まれ育ちました。地元の岩国
高校から岡山大学に進み、平成 5 年から当時の
国立岩国病院に着任しました。以来、30 年間に
わたり外科医として務めてまいりました。趣味は
ジョギングやスキーです。また、がんを何度も繰
り返し発症する患者さんを担当したことがきっか

けで、遺伝でがんを発生する疾患の臨床、研究や、
患者会活動の支援にも取り組んでまいりました。
現在、大腸癌研究会の遺伝性大腸癌委員会で、ガ
イドラインの作成などにも携わっています。
　「黙々徹底」という言葉を座右の銘としていま
す。この書の額が、高松市にある私の家内の実家
に飾ってあリました。筆者の林 秀一氏はかつて
岡山大学法文学部の教授を務められた方で、岡山
大学空手部の初代部長でもあったとのこと。私の
家内の父が同じく岡山大学で空手部だったことと
も、おそらく無縁ではないでしょう。私が見た書
とは別に、林氏は色紙も残しておられるようで、
それには黙々徹底の言葉の後に、以下の文章が続
くらしいです。「世の中には誰もやりたくないが
誰かがやらねばならないことが沢山ある　そうし
たことを指図されないでも　黙ってトコトンまで
やり貫ぬく人間になりたい」

⑥山口県医師会の広報委員会に何かアドバイスが
あればお願いします。
　広報やブランディングは、今日、とても重要な
役割を果たしていると思います。県医師会のホー
ムページから、利用しやすい「申し込みフォーム」
が提供されており、素晴らしいと思いました。な
お、強いてあげるとすれば、市の医師会や日本医
師会とも、申し込みフォームを統一させることが
できれば、さらに良くなりますね。また、動画配
信や、他の SNS 媒体での情報提供も、県医師会
の素晴らしい仕事を多くの方に知っていただくこ
とに有効かもしれません。広報を担当される方々
には、大変感謝しております。これからも、どう
ぞよろしくお願いします。


